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概要
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 予測に関わる各種調査・分析の⼀部をICTにより⽀援，
⾃動化したシステムの開発を試⾏

 第10回科学技術予測調査における迅速化・⾼度化に貢献

 現在，これらを通じ，第10回科学技術予測調査で⽰したシナリオの
⼀部を⾃⼰実現しつつ，Society5.0 にむけた予測活動を推進

• いわゆる，BI（Business Intelligence）ツールの政策版を指向
► ツール全体としては SciREX※ とも連携しながら構築中

※ 科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業



IoT/IoEなど⽇本が強い技術の進展と，労働⼈⼝減少などに起因する社会的課題の進展を勘案
「⽣活データ」を始めとする各種のデータを⼀元的に収集解析することで⾼度情報化社会をリード

全体を俯瞰した意思決定情報の豪⾬を適切に処理

狙いと効果

家庭 ⼩売 製造…交通 農業医療

起床就寝
etc.

移動先，
⽬的，etc.

運動量，
etc.

購⼊履歴，
etc.

作付履歴，
気象，etc.

製造履歴，
etc.

個⼈情報代理管理機関

⽣活データを基本として物理空間上の
各種データを⼀元的に収集蓄積

各種データを融合した上で解析
全体最適のための意思決定

Open
匿名化などの処理を経たうえで
公開可能なものはオープン・データとして公開 ⾏政向けには各種解析可視化機能も提供

センサなどの素⼦，
デバイス，家電など

我が国の強みを活かして
各種のデータを収集

セキュリティ関連分野の
R&Dを促進しセキュア化

AI関連技術による解析
解析のためのハード開発

オープン化による
イノベーション等の促進
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収集

解析

活⽤還元

労働集約型の産業構造から
知識集約型産業構造への転換

交通 医療

×

など，新たな産業分野の開拓

⽣活データ
（個⼈情報）

その他情報

「ものづくり⼒」をベースとした⼀元的情報収集・分析による
リーダーシップシナリオ ※ 第10回科学技術予測調査の結果（⼀部）
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「新たな科学技術予測」を⽀える予測オープンプラットフォーム

3

 情報技術を活⽤し、
 1. 科学技術及び社会に関する多種多様な情報（特許、論⽂、プレスリリース、ニュース記事、SNS、等）を

恒常的・⾃動的に収集・蓄積するとともに、
 2. それらの情報を関連づけるなどしながら分析し、
 3. それらの膨⼤なデータを専⾨家をはじめとする科学技術予測の関係者が扱いやすい粒度にまで

圧縮・フィルタリングして提⽰（可視化）
するシステム

特許

Web

新聞

論⽂

各種情報源からの受動的情報収集

情報の収集

専⾨家NWなどに対する能動的情報収集

情報の分析

情報の関連づけ

情報の分類、変化検知など

情報の圧縮・可視化

オープンサイエンスの視点から、ステイクホルダーに対しても⼀部を公開し、科学技
術予測におけるオープンイノベーションも促すとともに、広範な知⾒を収集

⼊⼒済みのデータ：企業等プレスリリース、博⼠
⼈材DB, 科学技術⽩書、CREST等アンケート、
⼤学発ベンチャー調査等



活⽤の事例
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 専⾨家ネットワーク（約2000⼈）に対する戦略⽬標（案）や，
研究開発⽬標（案）の策定に資するアンケート結果の分析・可視化

専⾨家ネットワークに対して、注⽬すべ
き研究動向の概要や研究者、キーワード
などを聴取

既存分野との関係を越えた
概要の記載内容による分類

研究者やキーワードによる
ネットワーク作成

その他

（Webベース）

Excelなどでの単純カウントでは捉えにくい、
様々な関係性を可視化して提供

＊ ⽂部科学省 研究振興局 基礎研究振興課と共同して実施

注⽬すべき研究キーワード間の関係可視化例 注⽬すべき研究者の関係可視化例

＊ 調査の基礎・参考資料には「サイエンスマップ」を活⽤



デルファイ法のWeb移⾏
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 従来，紙ベース（郵送法）で⾏っていたデルファイアンケートを
Webベースに移⾏することで，各種コストを圧縮

01011

依頼

電⼦化

集計

回収

回答

数週間

数週間

数⽇

数週間

1ヶ⽉

Delphin https

依頼

回答

結果

従来（郵送法） 現在（Web）

回答以外は数秒のオーダー
途中で経過も確認可能

回答期間を除外しても数ヶ⽉
集計はexcelと格闘

専⾨家

専⾨家

予測オープンプラットフォーム開発の発端：



現状
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 業務時間の⼤半がデータ収集
 可視化や分析もexcelの基本機能程度のもの⽌まり
 データは各担当者の⼿元に保存され，公表の際は“紙”

 苦労して収集したデータが死蔵され，第三者が利⽤できない状態
• 分析は専⾨家のみが⾏うため，別の視点からの分析に際しては，

専⾨家が（データ処理などの専⾨分野以外の）作業を別途実施

情報分析・利活⽤のフロー

収集 分析可視化 活⽤
レポート化など

膨⼤な時間がかかる＆データ量⼩ 記述統計量程度

各専⾨家が実施



⽬指す姿
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収集 分析可視化 活⽤
レポート化など

定型的なモノは⾃動化
可能な限り⼤量に収集

⼈間はアンケートや，
⾃動化困難なものを担当

クロス集計や関係性など，
Excelでは⾯倒だが，
分析上有⽤な作業も簡素化

Webブラウザベースで，
誰でも容易にアクセス
インタラクティブな操作を提供

専⾨家は専⾨知識による
分析・解釈・提⾔を実施

⾮専⾨家も興味・関⼼に応じ
データを閲覧，解釈

サーバにログが残るため，IPアドレスベースで
どのようなところからアクセスがあり，
どういった分析を⾏ったか，も取得可能

NISTEPスタッフは主にこの部分に集中



予測における情報収集・活⽤のプロセスイメージ
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有識者向け
意⾒収集基盤

(＊専⾨家NWを含む)

科
学
技
術

課
題
候
補

特許

Web

新聞

論⽂

各種情報源からの
情報収集・構造化・蓄積

定量・定性⼿法を駆使した
“きざし”の検出

ホライズン・スキャニング

将来シナリオの作成

現⾏政策との
対応づけ・可視化

動向予測・分析⽀援

知識化・コンテンツ化
（Web雑誌等，刊⾏物の発⾏）

定性・定量両⾯の
多⾯的分析

各プロセスの分析結果、及び、専⾨家の
知⾒にもとづく解説の公開・発信

予測の検証・
フォローアップ⼿法開発

収集

分析可視化

活⽤

活⽤

分析可視化



情報の観点からの整理
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シーズ（技術）

ニーズ（社会）

⾮定型
⾮構造化

予測センターが
これまで実施・蓄積

SNS記事 ニュース記事

論⽂ 特許

ファンディング

専⾨家NW
アンケート

デルファイ

定型
構造化

ニュースリリース

基盤室、SciREX事業などで
緻密な・多様な調査・分析

論⽂・特許など整備・分析を進めてきたデータ，
予測センターのみ有するデータ，社会動向に関するデータを
統合的に分析・可視化

審議会情報

⼀部データの収集，
異種データ連結に課題



Northern Lights
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現状のシステム・体制で出来ること (１)
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 専⾨家へのアンケートによる情報収集・集約の迅速化
 NISTEPの科学技術予測調査（デルファイ調査）のアンケート
 NISTEPの「ナイスステップな研究者」候補者推薦アンケート
 ⽂科省の戦略⽬標（案）などに向けたアンケート

 専⾨家ネットワーク 約2000名（⼤学の他，企業の専⾨家を含む）
• 必要に応じて別途，学協会への協⼒要請を⾏うケースも

• 外部サーバでオープンソースのアンケートシステムを運⽤
• その他，クラウド型アンケートシステムの試験運⽤も実施

► アンケート実施ノウハウやシステムのみの協⼒も可能



アンケート可視化の例
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 アンケート⾃体の電⼦化による回答収集コスト・分析コストの削減
 組み合わせが膨⼤となるため，紙⾯では紹介しづらく，excelなどでも

操作に⼿間のかかる処理を簡素化・迅速化



現状のシステム・体制で出来ること (２)

13

 場所が明確で，処理しやすいデータ※1の⾃動収集
 指定機関のニュースリリースの更新検出・取得

• ⼤学，研究開発法⼈，企業等のニュースリリースを監視し，
更新があれば内容を取得（＆⾃動分類：⼈事，IR，R&Dなど）

 各府省の審議会・委員会データの差分検出
• 指定キーワードを含む委員会の開催案内・報告が出たらメールで通知

 国際会議の会議録半⾃動収集
• ⼈⼯知能など16種類の情報系国際会議，各6年分のデータを収集

※：CSVやXMLなどのデータやテキストデータなど．ExcelやPDFは⽐較的処理しにくいデータ．



⾃動収集の例 (1)
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 Horizon Crawler
指定したサイトを毎⽇確認し，差分が

あればデータベースに蓄積

⼈事やIR，R&Dなど，記述内容の⾃動
分類も実施

NISTEPが実施する科学技術予測調査
のデルファイ法で⽤いた「予測トピッ
ク」との紐付けなども試⾏

 8/1現在，376カ所のサイトを監視
約13.5万件のリリースを保持



⾃動収集の例 (2)
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 Policy Crawler
指定したサイトを毎⽇確認し，差分が

あればデータベースに蓄積

キーワード登録をしておくと，
指定した委員会等の情報更新があれば
メールで配信

 12/1現在，⽂科省，内閣府，内閣官房，
総務省，経産省，国交省，厚労省，
農⽔省 の審議会・委員会情報を収集

議事録や資料などのデータの収集・分
析も検討中（次年度以降）



現状のシステム・体制で出来ること (3)
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 各種データの分析・可視化
 キーワードなどの繋がり（共起関係）の可視化
 インタラクティブなクロス集計など基礎データの可視化

 ⾃然⽂（普通の⽂章）を対象としたトピック分析
• 話題の⾃動抽出と分類

 ⽂章や⽂書間の類似度産出

 各種数値データのクラスタリング，予測

 上記結果のWebブラウザベースでの提供



分析・可視化の例 (1)
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ネットワーク
アンケートで取得した，キーワードの

共起関係を可視化

単なる頻出度のランキングだけで無
く，どの組み合わせが多いかの認知に
有効

「ネットワーク分析」分野の⼿法で
カテゴライズなどを⾏うことも可能

左図は戦略⽬標アンケートにおける
キーワードの可視化例（⼀部）



分析・可視化の例 (2)
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インタラクティブ分析
クリックのみで，クロス集計を提供

実数・割合の切り替えや，特定項⽬の
みの⽐較も⽤意

 CSVでのダウンロードも可能

折れ線グラフや，散布図なども



分析・可視化の例 (3)
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各種⾃然⾔語処理

 形態素解析を⽤いた単語（主に名詞）
の抽出・カウント

 ⽂章や⽂書間の類似度産出

 LDAなどトピックモデルを⽤いた話題
抽出と分類

 左図は科学技術⽩書の「トピック」の
時系列変化

• 2010年にトピックの断裂がみられる



分析・可視化の例 (4)
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各種⾃然⾔語処理

 左図は⼈⼯知能関連の会議における
「トピック」の時系列変化

• 機械学習のトレンドが⾒て取れる



分析・可視化の例 (4)
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その他の分析・可視化
 情報処理学会全国⼤会（2008-2015）の講演タイトルを対象にした急上昇ワードの変遷分析例

2009 2010 2011

2012 2013 2014 2015

前年年と

の

⽐⽐較のめ ，
データ無し

2008



コンテンツとしてのアウトプット：KIDSASHI
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 これらの結果から得られる “変化の予兆” を “シグナル” として
コンテンツ（記事）化して提供

https://stfc.nistep.go.jp/horizon2030/
2017年1⽉公開予定

（現在、試験稼働中）



今後に向けて
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 構築したシステムについて外部でも活⽤頂けるよう検討中

 SciREX事業で開発しているシステム(SPIAS)との
⼀部機能の共通化や共同開発を実施中

 戦略⽬標（案），研究⽬標（案）作成⽀援
 協⼒先：⽂部科学省 研究振興局 基礎研究振興課

 情報科学技術委員会 審議会資料作成
 AI/ICT分野の国際会議データを⽤いた各国⽐較
 協⼒先：⽂部科学省 研究振興局 情報参事官

（参考） 活⽤の実績
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